
 

 

Ⅰ 主な変更点 

 

 

【現大綱】                    【新大綱】 
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Ⅱ 新行革大綱のＰＯＩＮＴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡市新行財政改革推進大綱素案（中間とりまとめ）の特徴 

【期 間】 大綱 ５年間（H２２～H２６年度）  

実施計画 ５年間 

 

【構 成】「基本理念」 

「３つの基本方針」 

「１１の改革の方向」 

「３４の主要施策」 

【期 間】 大綱 ８年間（H２７～H３４年度） 

実施計画は１期：４年×２期 

（総合計画、財政中期見通しと連携） 

【構 成】 「基本理念」 

      「３つの基本方針」 

      「９つの改革の方向」 

※主要施策は、大綱には登載せず。 

（２２の改革の視点を登載） 

１ 目標期間と構成 
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公共サービスの提供 
２つの改革の方向 

６つの改革の方向 

３つの改革の方向 

Ⅱ 経営資源の有効活用 

Ⅲ 多様性と創造性に 

あふれた市民本位 

のまちづくり 

２ 大綱全体像 

Ⅰ 市民協働・官民連携 

   の推進 
３つの改革の方向 

３つの改革の方向 

３つの改革の方向 
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Ⅱ 質の高い行政運営 

の推進 

基本理念 ３つの基本方針 11 の改革の方向 基本理念 ３つの基本方針 ９つの改革の方向 

Ⅲ 持続可能な財政運営 

   の確立 

市民協働・官民連携 

行政運営 

財政運営 

【体系の見直し】 
 

[その１] 行革は、行財政の最適なあり方を求め、繰り返していく絶え間ないプロセス⇒基本的な考え方は継承 

[その２] 基本方針を「市民協働・官民連携」,「行政運営」,「財政運営」の３つの視点から再編し、分かりやすくした。 

[その３] 現在の１１の改革の方向を整理・統合し、基本方針における改革の方向を各３つとし、計９つに再編 

１基本理念：目指すべき行財政改革の姿（Ｐ２０） 

行財政改革は、コスト縮減だけでなく、より「住民の生活の豊かさ」を希求した活動が必要 

 「協働」「連携」を念頭に本市に関わるものが役割を担い、最大限の力を発揮し、豊かな地域社会を実現 
                      ↓ 
【基本理念】 ―「豊かな地域社会を実現するための最適な行財政運営」― 

２基本方針：行財政改革の基本的な３つの柱（Ｐ２０～） 

【基本方針のＰＯＩＮＴ】 

 

[基本方針Ⅰ] 「市民協働」、「官民連携」の概念を本市全体に浸透、「公共活動・官民連携の場」を活性化 

⇒ 協働・連携によるまちづくりを推進する （市民協働に加え、官民連携を強化・推進） 

[基本方針Ⅱ] 優秀な人材の確保と育成・協力し目標に進む組織の実現・ＩＣＴによる情報化の推進 

⇒ 質の高い行政サービスを提供する   （行政サービスの質の向上を重視） 

[基本方針Ⅲ] 中長期視点からフローとストックをコントロール、アセットマネジメントによる施設の適正配置 

⇒ 安定した行政サービスを提供する   （ストック（市債・施設）の適正管理を重視） 

改革の方向 

１ 市民参加・協働の推進 

２ 官民連携・民間活力の活用 

３ 開かれた市政の推進 

Ⅰ市民協働・官民連携の推進 

改革の方向 

１ 人材育成・活用の推進 

２ 効率的な組織体制の確立 

３ ICTの高度利用による情報化 

  の推進 

Ⅱ質の高い行政運営の推進 

改革の方向 

１ 健全な財政運営の推進 

２ 適正なアセットマネジメント 

  の推進 

３ 地方公営企業の経営改善 

 

Ⅲ持続可能な財政運営の確立 

【３つの留意点】 行財政改革を進める際の３つの留意点 

 

「改 革 のスピード 」 ・・・「機会損失」とならないよう素早く、スピード感をもって改革を進める。 

「 改 革 の 断 行 」 ・・・行革断行を決意、独創的な発想で改革案を立案し、市全体に「改革断行」を浸透させる 

「行財政運営の効率」 ・・・限られた資源と財源の中で、行政運営を行うには無駄を排除し、効率化を図る。 

【基本方針の共通概念】すべての基本方針は「協働」「連携」の２つの概念を持って取り組む 

基本方針では、「市民との協働」・「官民の連携」、行政内部における「連携」など、本市に関わる全ての主体が連

携して行革に取り組む必要がある 


